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九
四

編
集
　
後
　
記

　
福
田
良
輔
先
生
は
、
本
薙
四
月
二
十
七
日
に
、
め

で
た
く
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
。
生
来
必
ず
し
も
強
健

で
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
先
生
が
、
至
っ
て
お
元
気

に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
研
究
室
二
一
岡

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
等
価
諸
賢
に
と
っ
て
も
、
大

き
な
醤
び
で
あ
ろ
う
。

　
五
月
二
日
に
は
》
福
岡
周
辺
の
会
員
五
十
余
名
が

・
集
ま
り
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
祝
宴
も
開
か
れ
た
コ

同
窓
生
そ
の
他
の
祝
辞
に
つ
い
で
、
先
生
の
御
健
筆

と
弁
と
に
因
ん
で
、
万
年
筆
が
認
念
晶
死
し
て
贈
ら

れ
た
。
余
興
に
は
、
有
志
の
謡
曲
℃
誇
吟
な
ど
の
外

に
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
「
古
代
語
文
編
引
」
も
あ
，

り
・
、
好
評
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
そ
の
閥
、
会
員
た

ち
に
囲
ま
れ
て
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
し
て
お
ら
れ
た

が
、
思
い
な
し
か
、
銀
髪
は
い
よ
い
よ
輝
き
を
増
－

し
、
御
血
色
も
一
段
と
よ
ろ
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
。

　
周
知
の
と
お
り
、
先
生
は
、
一
昨
葎
め
で
た
く
学

位
を
得
ら
れ
㍉
本
」
年
は
す
で
に
ご
月
に
「
古
代
語
交

ノ
！
卜
」
を
桜
楓
社
よ
り
御
刊
行
、
さ
ら
に
近
く
、

別
に
学
位
論
文
を
御
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。
過
去
三

十
年
を
越
え
る
先
生
の
研
究
生
活
の
間
に
は
、
敗
戦

に
よ
る
合
湾
か
ら
の
引
き
揚
げ
な
ど
、
盤
根
錯
節
も

当
然
お
あ
り
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
生
・

は
、
そ
れ
に
耐
え
抜
き
、
　
一
歩
一
歩
今
日
・
ま
で
歩
き

通
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
学
問
の
年
輪
が
内
に
層
を

な
し
て
加
わ
り
、
自
ら
熟
し
て
、
今
日
、
み
ご
と
に

外
に
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
令
夫
人
と
お
二
人
き
り
の
簡
索
な
ア
パ
ー
ト
の
お

住
い
に
は
、
新
し
い
愛
犬
ピ
コ
が
訪
問
者
の
人
気
を

得
、
数
十
羽
の
鳩
も
、
日
毎
に
奥
さ
ま
の
手
か
ら
餌

を
つ
い
ば
み
に
、
窓
下
に
集
ま
っ
て
く
る
。
ま
た
、

元
気
で
か
わ
い
い
お
孫
さ
ん
も
折
々
は
お
爺
ち
ゃ
ま

の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
来
ら
れ
る
。
学
究
と
し
て
の
、

理
想
的
な
御
目
常
と
拝
見
す
る
の
で
あ
る
。

　
先
生
の
御
健
巖
と
今
後
の
御
研
究
の
一
層
の
御
発

展
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

　
本
誌
は
、
右
の
・
意
味
で
、
福
田
先
生
の
還
暦
紀
念

特
集
号
と
し
、
内
容
は
、
先
生
御
専
門
の
国
語
学
に

限
り
、
主
に
受
講
生
の
方
々
に
執
筆
を
お
願
い
し

た
。
宴
会
も
こ
の
特
集
号
も
、
諸
事
内
輪
に
と
い
う

先
生
の
御
趣
旨
に
従
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
の
霧
で
あ

る
。
執
筆
の
諸
賢
に
は
、
お
忙
し
い
中
を
、
何
れ
も

力
作
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
こ
と
、
ま
こ
と
に
有
難

く
、
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
七
月
中
旬
研
究
室
は
無

事
新
館
に
移
転
し
、
法
。
交
・
経
・
教
の
人
文
科
学

系
四
学
那
が
、
縮
崎
浜
地
区
に
ま
と
ま
っ
た
。
国
語
．

学
国
交
学
研
究
室
は
三
階
東
側
に
あ
り
、
演
習
室

（
十
七
坪
）
ど
助
手
・
大
学
院
学
生
室
（
八
坪
半
）

と
の
二
士
。
書
庫
は
別
に
廊
下
を
距
て
た
向
い
側
に

あ
る
。
従
来
よ
り
も
断
然
広
く
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か

に
、
設
備
も
良
く
な
っ
た
。
そ
の
影
響
が
今
後
の
学

生
諸
鱈
の
研
究
成
果
の
上
に
、
ど
れ
だ
け
現
れ
る

か
、
楽
し
み
で
あ
る
。
ま
た
、
野
宮
研
究
室
も
三
階

の
北
側
に
、
四
書
ま
と
め
ら
れ
た
。
右
に
伴
っ
て
、

研
究
室
へ
の
出
入
規
定
も
す
こ
し
変
っ
た
の
で
御
諒

承
願
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
今
井
）


